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1．はじめに

国土交通省が設置した「情報化施工推進会議」は，
平成 20 年 7 月 31 日に「情報化施工推進戦略」（以下，

「推進戦略」と言う。）を策定した。
これを契機にして，国土交通省の直轄工事を中心に

してマシンコントロールシステム（以下，「MC」と
言う。），マシンガイダンスシステム，トータルステー
ションによる出来形管理等の情報化施工の普及は徐々
に進んで来ているが，地方公共団体や民間発注工事も
含めたより一層の普及のためには，様々な課題の解決
が必要である。

その中でも，情報化施工システムの調達コスト削減
は，最重要課題のひとつである。

特に，MC の調達コスト削減のための具体策として，
建設機械への MC 取り付けの簡素化・機器の共用化
がある。

これによって，MC の利用に伴うコスト削減や現場
で取り扱う実務担当者の作業負担軽減に大きな効果が
得られるとともに，利用者による建設機械や MC の
機種選択の幅が広がると思われる。

そこで，情報化施工のさらなる普及促進に向け，
MC の建設機械への取り付けに関して，その現状と課
題，あり方について，これまでの当協会における情報
化施工の普及促進に向けた諸活動等も踏まえ，所見を
述べることとする。

なお，本課題は，推進戦略において，情報化施工の
普及に向けた「課題 20」として位置づけられている
ものである。

2．現状と課題

MC は，ブルドーザやモータグレーダ（以下，「ベー
スマシン」と言う。）などに搭載し，事前に作成され
た施工エリアの 3 次元設計データと自動追尾トータル
ステーション又は RTK-GNSS によりリアルタイムに
計測した排土板の平面位置での高さの差分を計算す
る。

そして，その差分データに基づき稼働中のベースマ
シンの排土板を平面位置に対応した設計データの高
さ，勾配に自動的に制御することによって，オペレー
タの操作負担を軽減するとともに，施工効率の向上，
施工品質や作業員の労働安全の確保等を図るものであ
る。

その際，通常は，このシステムを制御するコンピュー
タ（以下，「コントロールボックス」と言う。）からの
操作指示を排土板の操作弁に伝達するためのインター
フェースとなる専用のバルブ（以下，「MC バルブ」
と言う。）が必要になる。

写真─1にMCバルブ及び取り付け位置の例を示す。
近年は，通常の手動操作用の操作弁の他，MC バル

ブを内蔵しているベースマシンや MC バルブ無しで
MC の取り付けが可能なベースマシン（以下，「MC
対応型ベースマシン」と言う。）の製造・販売も行わ
れているが，このようなベースマシンを利用できる
ケースは，新規に MC 対応型ベースマシンを購入す
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るなど一部の場合であり，それ以外で MC を利用す
る場合には，MC バルブをベースマシンに後付けしな
ければならないケースが多い。

しかしながら，この MC バルブの後付けは，排土
板の制御機構に手を加えるものであり，慎重且つ高度
な取り扱いが求められることに加え，取り付け位置の
制約，配管の加工，配線の複雑さなどもあって，コン
トロールボックス，センサ，RTK-GNSS 受信機又は
全周プリズム等の取り付けと比較し作業上大きな負担
を伴う。

また，MC バルブは，排土板を自動制御するもので
あり，誤作動等の不具合は決して許されず，信頼性の
高いシステムでなければならない。

そのため，MC バルブの共用化又は不要化に伴う取
り付け作業の省略は，MC 全体の取り付け作業の簡素

化及びそれに伴うコスト削減に大きく貢献するもので
ある。

図─ 1 にコントロールボックスと MC バルブ及び
MC バルブとベースマシンの接続・取り付け関係を示
す。

現在，MC の取り付けを行う場合の MC バルブの手
配については，大まかに分けると 2 つのケースがある。

ケース 1 は，MC バルブが必要で且つ搭載されてい
ないベースマシンに，MC メーカが MC バルブを後付
けする場合である。

MC を利用するために，ベースマシンも含めて調達
することはまれであり，現状では，ケース 1 の場合は，
かなりの数に上ると考えられる。

ケース 2 は，ベースマシンメーカが MC バルブを
用意する場合である。具体的には，新規に MC 対応

表─ 1　メーカ毎のコントロールボックスと接続可能な MC バルブの関係

H23.11 末時点
MC バルブ提供メーカ

MC 提供メーカ
（コントロールボックス）

MC メーカ
（ケース 1）（※ 1）

ベースマシンメーカ
（ケース 2）

A B C D（※ 2） E（※ 3）

ブルドーザ

A ○ × × ○ ○
B × ○ × ○ ○（※ 4）
C × × ○ ○ P
D × ○ × ○ ×

モータグレーダ

A ○ × × ○
B × ○ × ○
C × × ○ ○
D × ○ × ○

凡例：○（接続可），×（接続不可），P（確認中）� （敬称略）
※ 1：機種や年式によっては，MC バルブを後付けできないベースマシンがある。
※ 2：新車購入時のオプション仕様車又は過去に購入した機械の同様の仕様への改造の両方とも対応可。
※ 3：一部の新車購入時のオプション仕様車又は過去に購入した一部の機械の同様の仕様への改造の両方とも対応可。
※ 4：操作弁が CAN で制御されるもののみ対応可。

図─ 1　コントロールボックス，MC バルブ及びベースマシンの接続・取り付け関係
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型ベースマシンを購入する場合が該当する。また，ベー
スマシンメーカが，MC 対応型ベースマシン以外の
ベースマシンを MC 対応型ベースマシンへ改造する
場合もケース 2 に該当する。

それぞれのケースに関して，メーカ毎のコントロー
ルボックスと接続可能な MC バルブの関係は表─ 1

のとおりであり，以下のような接続上の課題がある。
なお，表─ 1 では，メーカの名称は，A，B，C，D，

E と略称で表示する。

（1）ケース 1 の場合
特定の MC メーカの MC バルブは，一部の機種を

除き，そのメーカのコントロールボックスにしか接続
できない。

そのため，同一ベースマシンで異なる MC メーカ
の MC を利用する場合には，バルブ毎取り替えるこ
とが必要になるが，先に述べた通り MC バルブの交
換は，作業的な負担が大きいため，一旦特定メーカの
MC バルブをベースマシンに取り付けた場合，他社の
MC 利用は事実上不可能と言っても良い。

また，仮に MC バルブを装備していないベースマ
シンを保有している施工業者が MC をレンタルする
場合などに，その都度，MC バルブを取り付けること
は，作業的な負担が大きく，大幅なコストアップの要
因になる。

なお，過去に生産・販売されたベースマシン等の中
には，機種や年式によって MC バルブを後付けでき
ない場合があるので注意を要する。

（2）ケース 2 の場合
MC 対応型ベースマシンは，ベースマシンメーカの

一部の機種等に限られている。
また，MC バルブが用意されている又は MC バルブ

が不要の場合でも，一部の機種を除き，特定のMCメー
カのコントロールボックスにしか接続できない。

3． MC 取り付け簡素化・機器共用化のあり方

（1）MC バルブを後付けする場合の基本的考え方
MC の取り付け方法，作業負担等に関する現状と課

題を踏まえ，今後，MC の取り付け簡素化・機器共用
化を進めるに当たって求められる MC の仕様に関す
る基本的考え方は以下のとおりである。　
①ベースマシンへ取り付けた MC バルブの取り外し

は不要とする。
ベースマシンをレンタル業者から調達する場合など

では，異なる利用者が異なるMCを利用したい場合が，
多々発生すると思われる。

この場合，現状では，一部の機種を除き，その都度
MC バルブの取り付け取り外しが必要になるが，この
ような対応は，MC バルブの取り付け取り外しの作業
負担及び技術的な難易度から見て，事実上不可能であ
るため，基本的には，一旦ベースマシンへ取り付けた
MC バルブの取り外しは不要とすべきである。
②同一の MC バルブへ異なるメーカのコントロール

ボックスが簡単に接続できる。
現在，ベースマシン，MC とも複数メーカが提供し

ており，特に，MC については，メーカ毎にシステム
構成，操作方法等が異なる部分もある中で，利用者に
よっては，使い慣れた MC を使用したい場合が多々
あると思われる。

したがって，同じベースマシンの同一の MC バル
ブに対して，利用者の希望等に応じて，異なるメーカ
のコントロールボックスであっても簡単に接続できる
ようにすべきである。

（2） 新規にベースマシンを購入する場合の基本的
考え方

新規にベースマシンを購入する場合は，当面，MC
を利用しない場合においても，極力，将来における
MC の利用等も想定し，MC 対応型ベースマシンの購
入を検討すべきである。

（3） 取り付け簡素化・機器共用化に向けたベース
マシンメーカの取り組み

MC バルブは，基本的には，取り付けたり取り外し
たりするものではなく，ベースマシンに付属したもの
と考えることが必要である。

従って，ベースマシンメーカは，MC メーカのコン
トロールボックスを接続できる MC 対応型ベースマ
シンをオプション又はデフォルトで用意すべきであ
る。

その際，そのバルブが複数の MC メーカのコント
ロールボックスとの接続が可能な構造にするととも
に，簡単に着脱できるようにすべきである。

そのため，MC メーカへの必要な技術情報の開示等
を行うと共に，MC メーカと連携し，インターフェー
スとなるバルブのコネクタの構造等について，工夫・
改善を行い，簡素化することが求められる。



80 建設の施工企画　’12. 2

（4） 取り付け簡素化・機器共用化に向けた MC メー
カの取り組み

MC メーカにおいては，（3）のベースマシンメーカ
の取り組みと連携し，コントロールボックスが異なる
メーカのバルブに接続できるようにするとともに，簡
単に着脱できるよう，バルブのコネクタの構造等につ
いて，工夫・改善を行い，簡素化することが求められ
る。

（5）利用者に対する情報開示の徹底
表─ 1 に示すメーカ毎のコントロールボックスと

接続可能な MC バルブの関係等については，MC を選
択・利用する上での基本情報であることから，ベース
マシンメーカ，MC メーカともに，利用者に対して積
極的に情報開示を行うことが，メーカ及び MC の信
頼性向上を図る上で極めて重要である。

4．おわりに

発注者や施工業者など MC の利用者の立場から見
た場合，MC を選択的且つ簡易に利用できる環境が整
備されていることが望ましく，また，それによって市
場メカニズムが機能し，MC のコスト削減や機能・利
便性向上等のサービス水準の向上に繋がり，ひいては
情報化施工の普及や MC の市場拡大に寄与するもの
と思われる。

したがって，このような取り組みは，発注者や施工
業者のみならず，ベースマシンメーカ，MC メーカ，

レンタル業者なども含め，全ての関係者にメリットを
もたらすものであり，MC の標準化に向けた一里塚に
もなるものと考えられる。

また，これらの課題を解決するためには，ベースマ
シンメーカ及び MC メーカが連携して取り組むこと
が必要である。

幸いにも，主なベースマシンメーカ及び MC メー
カのどちらも当協会の会員となっていただいており，
当協会としては，ベースマシンメーカ及び MC メー
カが MC 取り付け簡素化・機器共用化に向けて連携
して取り組むための環境整備を行うことが必要と考え
ている。

当協会は，国土交通省を始めとした国の政策と相
まって情報化施工の普及のための事業を進めており，
引き続き，関係会員と連携し，このような情報化施工
の普及推進に，相応の役割を果たしていくこととして
いる。

最後に，本報告のとりまとめにあたり，ご協力をい
ただいた当協会会員の皆様等関係者の皆様にこの場を
お借りして謝意を表する。
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